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スキル標準の在り方に関する研究会の進め方について 

 
平成２６年１月 
情報処理振興課 

 
１．研究会の開催趣旨 

平成２１年以降、スキル標準については、個々のスキルやタスクは随時反映した

ものの、キャリア・フレームワークの拡充等の大幅な見直し等は実施していない。

具体的には、情報セキュリティやクラウド等で活用するスキルは反映したものの、

産構審人材 WG で示された次世代高度 IT 人材をはじめビックデータやモバイルと

いった時代に即した人材モデルは発信しておらず、世の中の要請に応えきれていな

いと認識しており、テコ入れが必要な状況である。 
加えて、スキル標準の運営体制についても、今後の継続的な運営といった観点か

ら考えると、情報処理技術者試験との関係に配慮しながら、見直しが必要な状況と

なっている。 
これらを踏まえ、国が今後のスキル標準に係る枠組みについて方針を示し、民間

主体でのスキルやタスクのメンテナンスや普及方法等を推進したく、関係者（団体）

の間で合意を得て、継続的な仕組みを構築することを目的として本研究会を開催す

ることとする。 
 
２．研究会の内容について 
（１）これまでのスキル標準の取組について 
－ これまでの成果を整理 

 
（２）日本再興戦略、世界最先端ＩＴ国家創造宣言等との関係 
－ 各種戦略との整合性を図った上で今後の実施事項等を整理 

 
（３）スキル標準に関する今後の在り方について 

－ 以下のような項目について、国、関係団体等の役割等を含めた在り方を整理 
 スキル標準に係る枠組みの維持・管理等 
 タスク・スキルモデルの充実・メンテナンス 
 スキル標準の普及・促進策 
 スキル標準の活用を支援するシステムの構築・提供 
 （中長期の課題として、産学連携、スキル評価、グローバル展開等について

も検討を行う。） 
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※なお、次のようなスキル標準の内容の見直しについては、２０１４年度以降の検討

を予定している。 
 キャリア・フレームワークの拡充（融合 IT、政府系、クラウド、モバイル、デ

ータ利活用など） 
 タスク・スキルモデルの充実と活用促進  

等 
 
３．スケジュールについて 
 ・第１回（本日）    これまでのスキル標準の取組に関する総括 
            スキル標準に関する論点について 
 ・第２回（１～２月） 論点整理（必要に応じて関係者ヒアリング） 
 ・第３回（２～３月） とりまとめ（今後の在り方について了承） 
 

以上 


